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テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
の
実
現

背
景
と
課
題

要
求
内
容

施
策
の
成
果

・
I
CT
を
活
用
し
た
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
で
あ
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
は
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
女
性
・
高
齢
者
の
活
躍
等
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
そ
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
は
、
都
市
政
策
上
の
観
点
に
お
い
て
も
、
地
域
活
性
化
、
都
市
部
の
一
極
集
中
緩
和
の
面

で
一
定
の
効
果
が
あ
る

・
テ
レ
ワ
ー
ク
従
事
者
の
実
態
等
を
公
表
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
政
府
目
標
達
成
状

況
の
確
認
に
活
用
す
る

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
・
促
進
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
を
明
確
に
し
、
働
き
方
の
変
革
に
対
応
し
た
地
域
活
性
化

等
に
資
す
る
都
市
政
策
の
検
討
に
活
用
す
る

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
・
促
進
の
た
め
、
「
世
界
最
先
端

I
T国

家
創
造
宣
言
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
数
の
割
合
等
の
定
量
的
な
把
握
を
継
続
し
て
行
い
、
調
査
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
従

事
者
の
生
活
実
態
等
の
把
握
を
実
施
し
、
推
進
方
策
を
検
討

○
働
き
方
の
変
革
に
対
応
し
た
IC
T
を
活
用
し
た
都
市
再
興
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
調
査

（
調
査
内
容
）

・
就
業
者
を
対
象
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
場
所
毎
の
業
務
時
間
を
調
査
し
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
数
を
推
計

・
テ
レ
ワ
ー
ク
従
事
者
を
対
象
に
、
生
活
実
態
や
意
向
を
調
査
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
係
る
課
題

と
対
応
策
を
検
討

・
テ
レ
ワ
ー
ク
展
開
拠
点
を
対
象
に
、
運
営
実
態
を
調
査
し
、
整
備
推
進
に
係
る
課
題
と
対
応
策
を
検
討

＜
継
続
＞

平
成
28
年
度
予
算
額

0.
3
億
円

●
日
本
再
興
戦
略
改
訂

20
15
（

H2
7.
6
.3
0閣

議
決
定
）

●
世
界
最
先
端

IT
国
家
創
造
宣
言
（

H2
7.
6.
30
閣
議
決
定
）
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建
設
業
に
お
け
る
女
性
の
更
な
る
活
躍
に
向
け
て

外
環
大
和
田
女
子
会

地
域
ぐ
る
み
で
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
取
組
を

全
国
に
根
付
か
せ
、
そ
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
協
働
し
て
行
う
活
動
を
支
援

（
平
成
2
7
年
度
は
全
国
１
２
箇
所
の
取
組
支
援
）

・
女
子
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
現
場
見
学
会
の
実
施
（
日
建
連
）

・
国
交
省
広
報
紙
「
国
土
交
通
」
に
お
け
る
発
信

・
子
供
霞
ヶ
関
見
学
デ
ー
で
の
女
性
活
躍
の
発
信

・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
更
な
る
充
実

等

全
国
各
地
で
女
性
技
術
者
の
登
用
を
促

す
モ
デ
ル
工
事
を
着
実
に
公
告
・実
施

※
H
2
6
：1
2
件
実
施
、
H
2
7
：1
3
件
公
告
済

（H
2
7
.9
.3
0
時
点
）

H
2
6
.8
.1
8
の
第
１
号
登
録
以
降
各
社
が

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
整
備
を
実
施
。
（日
建
連
）

※
H
2
8
.1
.2
9
現
在
で

6
8
件
登
録
、
5
7
8
人
の
女
性
が
活
躍

H
2
6
.9
末
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「建
設
産

業
で
働
く
女
性
が
カ
ッ
コ
い
い
」開
設

後
、
随
時
情
報
更
新
。

※
H
2
8
.1
末
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
数

→
約
9
9
,2
0
0
件

日
建
連
の
主
要
会
員
企
業
3
3
社
に
お
け
る

H
2
7
年
度
新
卒
採
用
数
・割
合
の
増
加

※
技
術
系
女
性
採
用
者
合
計
数
（
主
要
3
3
社
）

→
昨
年
度
比
約
４
割
増

「『
け
ん
せ
つ
小
町
』が
働
き
や
す
い
現
場

環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
（
H
2
7
.4
.1
3
公
表
）

○
け
ん
せ
つ
小
町
工
事
チ
ー
ム
の
活
躍

○
現
場
環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

○
新
卒
技
術
女
性
採
用
数
・
割
合
の
増
加

2
0
4
人

2
9
3
人

9
.9
%

1
1
.4
%

9.
0%

9.
5%

10
.0
%

10
.5
%

11
.0
%

11
.5
%

12
.0
%

5
0

1
5
0

2
5
0

3
5
0

H
2
6

H
2
7

約
4
割
増

技
術
系
女
性
職
員
新
卒
採
用
数
（主
要
３
３
社
）

○
女
性
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

○
モ
デ
ル
工
事
実
施
状
況

建
設
産
業
を
支
え
る
女
性

た
ち
に
学
生
が

1
0
0
の
質
問

（
3
/2

4
掲
載
）

女
性
活
躍
応
援
企
業
一
覧

コ
ン
テ
ン
ツ
開
設
(４
/３
開
設
)

H
2
6
建
設
マ
ス
タ
ー
受
賞

女
性
座
談
会
(1
1
/1
2掲
載
)

現
場
環
境
改
善
の
具
体
的
施
策
を
M
U
ST
（義
務

的
措
置
）
と
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（望
ま
し
い
取
組
）に
分
け
て
提
示

（
日
建
連
）

（
例
）

・
女
性
専
用
の
仮
設
ト
イ
レ
整
備
（
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）

・
時
差
出
勤
制
度
の
導
入
（
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）

→
4
8
社
を
掲
載

・
ト
イ
レ
や
更
衣
室
等
の
積
算
上
の
配
慮
に
つ
い
て
の

検
討
継
続

・
「
建
設
現
場
に
お
け
る
仮
設
ト
イ
レ
の
事
例
集
」
策
定

・
モ
デ
ル
工
事
の
実
施
、
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

○
戦
略
的
広
報
の
実
施
【随
時
】

○
地
域
で
の
定
着
推
進
【予
算
事
業
】

○
直
轄
工
事
で
の
取
組
・
検
討
を
推
進
【随
時
】

5
年
で
女
性
倍
増
を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
「
も
っ
と
女
性
が
活
躍
で
き
る
行
動
計
画
」
策
定

（
H
2
6
.8
に
官
民
共
同
で
策
定
）
を
契
機
に
、
女
性
活
躍
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

今
後
は
、
更
な
る
女
性
の
活
躍
・
定
着
を
目
指
し
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
具
体
的
に
現
場
を
変
え
て
い
く
ス
テ
ー
ジ

○
実
態
調
査
、
課
題
抽
出
、
先
進
事
例
の
公
表

建
設
業
団
体
等
を
通
じ
、
女
性
や
経
営
者
に
幅
広
く
実
態
調
査
を
実
施

女
性
が
働
き
や
す
い
現
場
環
境
の
実
践
事
例
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

「
建
設
業
女
性
活
躍
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」

の
作
成
・
水
平
展
開

調
査
結
果
の
公
表

女
性
に
対
応
し
た
工
具
の
活
用

家
庭
と
両
立
で
き
る
現
場
環
境
づ
く
り

課
題
解
決
策
を
具
体
に
検
討

チ
ー
ム
JI
A
I

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
課
題
の
抽
出

女
性
就
業
人
数
、
比
率

産
休
・
育
休
制
度
導
入
率

活
躍
に
あ
た
っ
て
の
改
善
点
の

具
体
事
例
の
収
集 広
報
紙
「
国
土
交
通
」

（
H

2
7
.6

.7
月
号

)

○
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
な
ど

全
国
建
設
業
協
会
に
お
い
て
、

・女
性
活
躍
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

・ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
国
展
開

女
性
の
活
躍
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

(H
2

6
.1

1
)

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
（
H

2
7
.3

)

仮
設
ト
イ
レ
事
例
集
策
定

（
H

2
7
.6

)

女
子
小
中
学
生
現
場
見
学
会
（
H

2
7
.7

-8
）

こ
ど
も
霞
ヶ
関
ツ
ア
ー
（
H

2
7
.7
）
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自
動
車
運
送
･
整
備
事
業
の
経
営
基
盤
強
化

予
算
額
：
９
１
百
万
円

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
等
の
貨
物
・旅
客
の
運
送
事
業
や
、
安
全
性
確
保
等
の
た
め
の

自
動
車
整
備
事
業
は
、
地
域
の
経
済
・
雇
用
を
担
う
公
共
性
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
る
人
材
不
足
の
深
刻
化
が
進
む
中
で
、
人
材

の
確
保
・
育
成
対
策
に
加
え
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
自
動
車
運
送
･整
備
事

業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

「骨
太
の
方
針
２
０
１
５
」（
平
成
２
７
年
６
月
３
０
日
閣
議
決
定
）

○
運
輸
業
な
ど
の
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
分
野
で
の
人
材
確
保
・育
成
対
策
等
に
取
り
組
む
。

○
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
貨
物
運
送
業
の
分
野
で
、
ＩＴ
・ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・設
備
の
活
用
と

い
っ
た
取
組
を
推
進
す
る
。

「日
本
再
興
戦
略
」改
訂
２
０
１
５
（平
成
２
７
年
６
月
３
０
日
閣
議
決
定
）

○
女
性
参
画
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
や
、
社
会
の
課
題
解
決
を
主
導
す
る
女
性
の
育
成
、
女
性
活

躍
の
た
め
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

○
道
路
貨
物
運
送
業
等
の
分
野
に
お
い
て
、
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、
課
題
解
決
を
図
る
活
動
を
展

開
し
、
環
境
整
備
を
図
る
。

「交
通
政
策
基
本
計
画
」（
平
成
２
７
年
２
月
１
３
日
閣
議
決
定
）

○
女
性
の
活
躍
推
進
等
に
よ
り
交
通
事
業
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
。
＜
道
路
運
送
事
業
等
の

女
性
従
事
者
を
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
倍
増
。
＞

○
交
通
関
連
産
業
に
つ
い
て
、
生
産
性
向
上
や
人
材
確
保
も
含
め
た
基
盤
強
化
方
策
を
検
討
す
る
。

人
材
の
確
保
・
育
成

生
産
性
の
向
上

①
ＩＴ
を
活
用
し
た
中
継
輸
送
導
入
に
向
け
た
取
組

・不
規
則
な
就
業
形
態
や
長
時
間
労
働
の
解
消
を
図
る
た
め
、
IT
を
活
用
し
た

中
継
輸
送
を
導
入

②
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の
自
動
車
整
備
に
お
け
る
工
具
、
機
器
の
仕
様
調

査 ・自
動
車
整
備
事
業
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
を
促
進
す
る
た
め
、

女
性
が
使
い
や
す
い
工
具
、

機
器
等
の
指
針
を
作
成
・
周
知

③
自
動
車
整
備
事
業
に
お
け
る
適
切
な
外
国
人
技
能
実
習
制
度
運
用
に
関
す

る
啓
発
活
動

・外
国
人
技
能
実
習
の
適
切
な
実
施
の
た
め
、
自
動
車
整
備
の
作
業
内
容
に

関
す
る
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・周
知

④
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
長
時
間
労
働
の
抑
制
に
向
け
た
取
組

・ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、
運
送
事
業
者
、
発
荷
主
及
び

着
荷
主
の
３
者
に
よ
り
、
実
証
実
験
を
行
い
、
優
れ
た
取
組
を
具
体
化

⑤
生
産
性
向
上
の
た
め
の
集
約
化
に
向
け
た
環
境
整
備

・中
小
規
模
の
事
業
者
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
自
動
車
運
送
･整
備
事
業
に

お
い
て
、
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
集
約
化
に
関
す
る
理
解
・普
及
の
促
進

や
担
い
手
の
育
成
な
ど
集
約
化
に
向
け
た
環
境
整
備
を
推
進

大
阪
工
場

名
古
屋
営
業
所

日
帰
り

日
帰
り

東
京
営
業
所

荷
下
ろ
し

荷
下
ろ
し

荷
下
ろ
し

荷
下
ろ
し

手
待
ち
時
間

手
待
ち
時
間 手
待
ち
時
間

到 着 指 定 時 間

荷
下
ろ
し

荷
下
ろ
し

荷
下
ろ
し

荷
下
ろ
し

到 着 指 定 時 間

到 着 指 定 時 間

到 着 指 定 時 間

到 着 指 定 時 間

9
:0

0

9
:3

0

1
0

:0
0

1
0

:3
0

通
常
よ
り
小
さ
な
力

で
切
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
ペ
ン
チ
。

イ
ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ

エ
ア
圧
等
で
ボ
ル
ト
等

を
回
す
た
め
、
男
女
の

力
の
差
は
関
係
な
い
。

男
女
の
身
長
差
を

考
慮
し
た
リ
フ
ト
。

女
性
で
も
使
い
や
す
い
工
具
、
機
器
等
の
例

想
定
さ
れ
る
例
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船
員
計
画
雇
用
促
進
等
事
業

○
日
本
船
舶
の
確
保
・船
員
の
育
成
及
び
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針
（国
土
交
通
大
臣
）

・５
年
後
、
10
年
後
に
こ
れ
ら
の
船
員
不
足
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
内
航
船
員
の
育
成
及
び
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

○
日
本
船
舶
・船
員
確
保
計
画
の
作
成
（内
航
海
運
事
業
者
）

○
日
本
船
舶
・船
員
確
保
計
画
の
認
定
（国
土
交
通
大
臣
）

〔
主
な
認
定
要
件
〕

・船
員
と
し
て
の
経
験
が
な
い
者
、
船
員
教
育
機
関
を
卒
業
し
た
者
以
外
の
者
等
に
つ
い
て
、
採
用
及
び
訓
練
を
行
う
計
画
で
あ
る
こ
と
。

・訓
練
に
つ
い
て
は
、
採
用
す
る
者
に
応
じ
て
、
資
格
取
得
の
た
め
の
訓
練
そ
の
他
の
必
要
な
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

◇
海
上
運
送
法
の
一
部
改
正
（平
成

2
0
年
）

◇
船
員
計
画
雇
用
促
進
等
事
業

◆
海
上
運
送
法
に
基
づ
く
日
本
船
舶
・船
員
確
保
計
画
（計
画
期
間
５
年
に
限
る
）に
従
っ
て
、
船
員
を
計
画

的
に
雇
用
す
る
内
航
海
運
事
業
者
に
、
次
の
助
成
金
を
支
給

新
規
船
員
資
格
取
得
促
進
助
成
金

新
人
船
員
に
必
要
な
資
格
の
取
得
費
用
の
１
／
２
を
助
成
（上
限
１
５
万
円
／
１
人
）

◆
グ
ル
ー
プ
化
（
※
）を
実
施
し
た
内
航
海
運
事
業
者
に
は
、
併
せ
て
次
の
助
成
金
を
支
給

平
成
２
８
年
度
予
算
案
：
１
０
２
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額
：
１
０
６
百
万
円
）

内
航
船
員
の
現
状

（
平
成
2
6年
1
0月

現
在
）

1
0

.8
%

2
9

.0
%

3
6

.5
%

5
1

.6
%

5
0

.4
%

4
9

.7
%

7
1

,2
6

9
 

2
7

,2
1

9
 2

7
,0

7
3

01
0

,0
0

0

2
0

,0
0

0

3
0

,0
0

0

4
0

,0
0

0

5
0

,0
0

0

6
0

,0
0

0

7
0

,0
0

0

8
0

,0
0

0

0
.0

%

1
0

.0
%

2
0

.0
%

3
0

.0
%

4
0

.0
%

5
0

.0
%

6
0

.0
%

Ｓ
４
９

Ｈ
９

Ｈ
１
４

Ｈ
１
９

Ｈ
２
４

Ｈ
２
６

5
0
歳
以
上
割
合

内
航
船
員
数改
善
傾
向

高
齢
化
が
進
展

船
員
数
の
ピ
ー
ク

※
管
理
船
舶
３
隻
以
上
又
は
雇
用
船
員
２
０
人
以
上
の
事
業
者

船
員
計
画
雇
用
促
進
助
成
金

船
員
教
育
機
関
、
水
産
高
校
専
攻
科
及
び
水
産
大
学
校
卒
業
生

：
４
万
円
×
最
大
３
月
＝
１
２
万
円
／
１
人

そ
の
他

：
８
万
円
×
最
大
６
月
＝
４
８
万
円
／
１
人

※
３
５
歳
未
満
の
運
航
要
員
に
限
る

来
年
度

船
員
教
育
機
関
卒
業
生
：４
万
円
×
最
大
６
月
＝
２
４
万
円
／
１
人

そ
の
他

：
６
万
円
×
最
大
６
月
＝
３
６
万
円
／
１
人

※
３
０
歳
未
満
に
限
る

現
行

見
直
し

一
般
教
育
機
関
等
出
身
者
の

就
業
拡
大
、
運
航
要
員
の
確
保
に

重
点
化

・支
給
対
象
を
運
航
要
員
に
限
定

（事
務
部
員
、
司
厨
員
は
対
象
外
）

・助
成
額
を
一
般
教
育
機
関
等
出
身

者
に
重
点
化

・支
給
対
象
年
齢
を
３
５
歳
未
満
に

引
き
上
げ
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技
能
訓
練
事
業

船
員
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
（船

特
法
指
定
）が

、
船
員
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
知
識
又
は
技
能
の
習

得
及
び
向
上
の
た
め
の
訓
練
の
機
会
を
提
供

離
職

船
員

国
際
条
約
に
基
づ
き
、
船
長
、
航
海
士
、
機

関
長
、
機
関
士
に
な
る
に
は
、
船
舶
の
航
行

区
域
、
大
き
さ
、
機
関
出
力
に
応
じ
た
免
許

が
必
要
（
船
舶
職
員
法
）

３
級
海
技
士
研
修
（航

海
・機

関
）

免
許
・資

格
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
船
員
と
し
て
の
再
就
職
を
促
進

４
級
・５
級
海
技
士
研
修
（航

海
・機

関
）

６
級
海
技
士
研
修
（航

海
）

国
際
条
約
に
基
づ
き
、
タ
ン
カ
ー
の

船
長
、
航
海
士
、
機
関
長
、
機
関
士

に
な
る
に
は
、
輸
送
す
る
危
険
物

（
石
油
製
品
・
ガ
ス
・ケ
ミ
カ
ル
）に
応

じ
た
資
格
が
必
要
（
船
員
法
）

海
上
防
災
訓
練

海
技
免
許
取
得

危
険
物
等
取
扱
責
任
者

認
証

海
技
免
許
講
習

海
技
試
験
合
格

国
際
条
約
に
基
づ
き
、
E
C
D
IS
（電

子
海
図
情
報
表
示
装
置
）
を
搭
載
し
た
船

舶
の
船
長
、
航
海
士
に
な
る
に
は
、
能

力
限
定
を
解
除
し
た
免
許
が
必
要
（船

舶
職
員
法
）

E
C
D
IS
ｼ
ﾐｭ
ﾚ
ｰ
ﾀ
訓
練

海
技
免
許

能
力
限
定
解
除

平
成
２
８
年
度
予
算
案
：
７
．
５
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額
：
７
．
５
百
万
円
）
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内
航

船
員

の
深

刻
な

高
齢

化
及

び
最

近
の

経
済

状
況

の
改

善
等

を
反

映
し

た
短

期
的

な
需

要
増

に
対

し
十

分
な

数
の

船
員

を
確

保
す

る
た

め
、

内
航

船
員

の
就

業
ル

ー
ト

の
拡

大
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

、
船

員
の

専
門

教
育

機
関

を
卒

業
し

て
い

な
い

者
の

内
航

船
員

へ
の

就
業

を
支

援
す

る
。

新
た

な
船

員
の

就
業

ル
ー

ト
と

し
て

、
船

員
の

専
門

教
育

機
関

を
卒

業
し

て
い

な
い

者
の

内
航

船
員

へ
の

就
業

を
促

進
す

る
た

め
、

未
経

験
者

が
短

期
で

海
技

資
格

を
取

得
で

き
る

６
級

海
技

士
短

期
養

成
制

度
に

つ
い

て
、

社
船

実
習

協
力

事
業

者
を

支
援

（１
人

あ
た

り
８

万
円

）し
、

養
成

体
制

の
拡

大
を

促
進

背
景

◇
５

０
歳

以
上

の
割

合
が

４
９

．
７

％
（平

成
２

６
年

１
０

月
現

在
）と

、
若

干
の

改
善

傾
向

に
あ

る
も

の
の

依
然

と
し

て
高

齢
化

が
深

刻

◇
最

近
の

経
済

状
況

の
改

善
等

を
反

映
し

、
有

効
求

人
倍

率
は

陸
上

を
上

回
る

ペ
ー

ス
で

上
昇

（内
航

船
員

１
．

８
７

、
陸

上
１

．
０

９
（平

成
２

６
年

））

有
効

求
人

倍
率

の
推

移
（陸

上
と

の
比

較
）

内
航
船
員
の
年
齢
構
成
比 （
平
成
26
年
10
月
現
在
）

内
航

船
員

は
、

こ
う

し
た

状
況

に
対

し
十

分
な

数
の

船
員

を
確

保
す

る
た

め
、

船
員

の
専

門
教

育
機

関
を

卒
業

し
て

い
な

い
者

の
内

航
船

員
へ

の
就

業
を

促
進

６
級

海
技

士
短

期
養

成
課

程
（
４

．
５

ヶ
月

）
卒

業
者

は
・
資

格
取

得
に

必
要

な
乗

船
履

歴
を

２
年

→
 ６

ヶ
月

に
短

縮
・
国

家
試

験
の

筆
記

試
験

免
除

（身
体

検
査

の
み

）

3
0 歳

未
満

1
5
.0
%

3
0 歳

以
上

5
0 歳

未
満

3
5
.3
%

5
0 歳

以
上

4
9
.7
%

５
０

歳
以

上
の

割
合

約
５

０
%

協
力

事
業

者

協
力

事
業

者

一
般

大
学

・
高

校
等

卒
業

生

一
般

大
学

・
高

校
等

卒
業

生

入
学

入
学

者
拡

大

６
級

海
技

士
養

成
施

設

座
学

２
．

５
月

社
船

実
習

２
月

協
力

事
業

者
拡

大

卒
業

就
業

者
拡

大

各
地

の
事

業
者

各
地

の
事

業
者

６
ヶ

月
海

技
試

験
身

体
検

査
の

み

六
級

海
技

士
資

格
取

得

協
力

事
業

者

内
航

船
員

就
業

ル
ー

ト
拡

大
支

援
事

業

就
職

船
員

の
専

門
教

育
機

関
以

外
か

ら
の

内
航

船
員

へ
の

就
業

を
拡

大

６
級
海
技
士
短
期
養
成
課
程
卒
業
者

H
2
4
年

度
H

2
5
年

度
H

2
6
年

度
H

2
7
年

度
（
見

込
）

H
2
8
年

度
（
見

込
）

2
5

2
2

3
8

8
0

1
0
0

内
航

船
員

就
業

ル
ー

ト
拡

大
支

援
事

業
平

成
２

８
年

度
予

算
案

：
７

．
４

百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

：
６

．
４

百
万

円
）
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世
界
の
成
長
の
取
り
込
み

造
船
業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
・育
成
に
か
か
る
事
業
の
概
要

新
形
式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
運
搬
船

省
エ
ネ
技
術

（
バ
ブ
ル
に
よ
る
抵
抗
削
減
）

鉄
板
曲
げ
加
工

（
ぎ
ょ
う
鉄
）

新
船
型
を
開
発
す
る

設
計
技
術
者

 -

 1
,0

0
0

 2
,0

0
0

 3
,0

0
0

 4
,0

0
0

 5
,0

0
0

 6
,0

0
0

 7
,0

0
0

 8
,0

0
0

 9
,0

0
0

 1
0

,0
0

0

世
界
経
済
の
拡
大
に
伴
い

海
上
荷
動
き
量
は
増
加

出
典
：
C

la
rk

so
n
「S

H
IP

P
IN

G
 R

E
V

IE
W

 D
A

T
A

B
A

S
E
」

荷
動
き
量

（百
万
ト
ン
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
技
術
者
（エ
ン
ジ
ニ
ア
）
の
確
保

2
5

%

仲
多
度
郡

3
5

%

丸
亀
市

2
2

%

今
治
市

2
8

%

臼
杵
市

5
0

%

佐
伯
市

2
5

%

玉
名
郡

2
5

%

長
崎
市

9
3

%

西
海
市

1
7

%

三
原
市

2
1

%

佐
世
保
市

3
3

%

伊
万
里
市

出
典
：
製
造
業
全
体
は
、
経
済
産
業
省
「平

成
25
年
工
業
統
計
調
査
」

造
船
業
は
、
国
土
交
通
省
調
べ

製
造
業
全
体
に
占
め
る
造
船
業
の
生
産
高
の
割
合

世
界
の
造
船
市
場
の
拡
大


造
船
業
は
、
国
内
立
地
型
の
輸
出
産
業
と
し
て
、
我
が
国
経
済
を
支
え
る
と
と
も
に
、
裾
野
の
広
い
労
働
集
約
型
産
業
と
し
て
、
地
域
の
雇
用
と
経

済
を
支
え
る
重
要
な
産
業


成
長
す
る
世
界
の
造
船
市
場
を
取
り
込
み
、
我
が
国
造
船
業
及
び
地
方
経
済
・
雇
用
の
持
続
的
な
発
展
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
技
術
者
（
エ
ン
ジ

ニ
ア
）
や
「
も
の
づ
く
り
」
の
現
場
を
支
え
る
技
能
工
の
確
保
・
育
成
の
取
組
み
を
推
進

世
界
の
造
船
市
場
は

中
長
期
的
に
拡
大

地
域
の
経
済
の
発
展
・雇

用
拡
大

「
も
の
づ
く
り
」の

現
場
を
支
え
る
技
能
工
の
確
保

概
要

溶
接

塗
装

機
械
等
操
作

造
船
業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
・
育
成
の
取
組
み


造
船
を
目
指
す
若
者
の
拡
大

•
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
推
進
に
よ
る
採
用
活
動
強
化
の
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
作
成

•
工
業
高
校
等
の
造
船
専
門
課
程
用
の
新
教
材
の
作
成


緊
急
的
な
時
限
措
置
と
し
て
の
外
国
人
材
の
受
入
れ

•
外
国
人
材
の
適
正
な
監
理
の
実
施

（
巡
回
指
導
、
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
の
運
営

等
）

教
育
機
関

（
生
徒
・
学
生
、
教
員
）

造
船
会
社

設
計

採
用
活
動
強
化
の
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
作
成

造
船
業
に
お
け
る
人
材
確
保
・育

成

造
船
業
へ
の

就
職
拡
大

新
教
材
の
作
成

完
成

外
国
人
材

の
適
正
な

監
理

（巡
回
指
導
）

加
工
・

組
立
て

外
国

（技
能
実
習

終
了
者
）

外
国
人
材
の

活
用
に
よ
る

当
面
の
増
産

体
制
の
確
保

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
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航
空
機
操
縦
士
、
整
備
士
・
製
造
技
術
者
の
養
成
・
確
保

操
縦
士
等
の
不
足
が
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
充
実
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
ら
な
い
よ
う
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
操
縦
士
等
の
養
成
・
確
保
の
促
進
が
必
要

操
縦
士
に
関
す
る
現
状
・課
題

0

10
0

20
0

30
0

40
0

21
24
27
30
33
36
39
42
45
48
51
54
57
60
63

副
操
縦
士

機
長

01020

21

24

27

30

33

36

39

42

45

48

51

54

57

60

63

副
操
縦
士

機
長

我
が
国
主
要
航
空
会
社
の
操
縦
士
年
齢
構
成

我
が
国

L
C

C
の
操
縦
士
年
齢
構
成

○
航
空
需
要
の
増
大
に
伴
い
、
操
縦
士
需

要
も
拡
大

○
我
が
国
航
空
会
社
の
操
縦
士
が

1
5
～

2
0
年
後
に
大
量
退
職
す
る
見
込
み

中
長
期
的
な
操
縦
士
不
足
の
お
そ
れ

○
L
C
C
で
は
、
主
力
と
な
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン

機
長
が
今
後
数
年
で
退
職

○
地
域
航
空
会
社
も
操
縦
士
確
保
が
困
難

○
一
部
航
空
会
社
で
は
減
便
も
発
生

短
期
的
な
操
縦
士
不
足
に
直
面

操
縦
士
、
整
備
士
・製
造
技
術
者
の
養
成
・確
保
策
の
方
向
性

短
期
的
課
題

中
・
長
期
的
課
題

即
戦
力
と
な
る
操
縦
士
の
確
保

若
手
操
縦
士
の
供
給
拡
大

自
衛
隊
操
縦
士
、
外
国
人
操
縦
士
、
現
役
操
縦
士

自
社
養
成
、
私
立
大
学
、
航
空
大
学
校

産
学
官
の
連
携
強
化

中
・
長
期
的
課
題

平
成
25
年
12
月
に
交
通
政
策
審
議
会
の
下
に
乗
員
政
策
等
検
討
合
同
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
操
縦
士
、
整
備
士
・製
造
技
術
者
等
の
養
成
・確
保
に
つ
い
て
検
討
を
実

施
。
平
成
26
年
7月
の
同
小
委
員
会
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
以
下
の
通
り
施
策
の
具
体
化
及
び
実
施
を
進
め
て
い
く
。

短
期
的
課
題

即
戦
力
と
な
る
整
備
士
の
確
保

若
手
整
備
士
・製
造
技
術
者
の
供
給
拡
大

中
・
長
期
的
課
題

○
自
社
養
成
の
促
進

○
私
立
大
学
等
の
民
間
養
成
機
関
の
供
給
能
力
拡
充

○
航
空
大
学
校
の
さ
ら
な
る
活
用

○
自
衛
隊
操
縦
士
の
活
用

○
外
国
人
操
縦
士
の
活
用

○
健
康
管
理
向
上
等
に
よ
る
現
役
操
縦
士
の
有
効
活
用

○
整
備
士
資
格
の
制
度
・運
用
の
見
直
し

○
整
備
士
・製
造
技
術
者
の
供
給
拡
大
の
た
め
の
制
度
・養
成
の
あ
り
方
の
検
討

○
関
係
者
間
で
連
携
し
て
諸
課
題
の
検
討
を
行
う
た
め
の
協
議
会
の
設
置
等

操
縦
士

整
備
士
・
製
造
技
術
者

共
通
項
目
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